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2017 年 9 月吉日 
 

 

 

IR University 

 第 7 回 「 IR とガバナンス 資本市場シンポジウム」のご案内  

～建設的な「対話」の新たなスタンダードとは～ 
 

ごあいさつ 

 
コーポレートガバナンス・コードが適用されて 2 年が過ぎました。国内では証券アナリストに対する規制強化やフェア・デ

ィスクロージャー・ルール導入、欧州英国では MifID II（第二次金融商品市場指令）の施行、グローバルでのインデック

ス運用の隆盛、ESG情報への関心向上、アクティビストの活発な動きなど、ＩＲの環境は難局化しております。今、資本市

場と建設的な「対話」ができる企業・ＩＲ担当が求められています。IRO には益々大きな役割が期待されているといえまし

ょう。 

本シンポジウムは、これまでの「IR と資本市場シンポジウム」から、名称を「IR とガバナンス 資本市場シンポジウム」に変

更いたしました。実質の伴ったガバナンスに関する議論を資本市場と行うことが期待されるなか、社外取締役および

CIO をご経験の皆様から取締役会の現状や取締役としての課題を語っていただき、今後の資本市場の期待に応え、か

つ企業と資本市場にとって、有意義な「建設的な対話」を探っていきたいという趣旨を反映いたしました。 

早稲田大学教授であり資生堂にて社外取締役を務めておられる上村 達男氏、長らく機関投資家としてご経験豊富な（前）

シュローダー・インベストメント・マネジメント 日本株式運用統括の前田 正吾氏をお迎えいたしました。また、横河電機参

与であり双日・TDK・横河 BHD社外監査役および応用地質社外取締役の八木 和則氏（インタビュアーは青山学院大学

北川教授）にもご登壇いただきます。 

 

多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

 
 

開催趣旨 

 
 大きな役割を期待される IRO 

 難局化する IR の環境において、建設的な「対話」を目指すには 

 実質の伴ったガバナンスに関する議論        など 

 
 
登壇者 

 
上村 達男教授  早稲田大学教授、 資生堂 社外取締役   

前田 正吾氏   （前）シュローダー・インベストメント・マネジメント 取締役日本株式運用統括、（現）同社シニア・アドバイザー   

八木 和則氏    横河電機 参与、 双日・TDK・横河 BHD 社外監査役、 応用地質 社外取締役   

北川 哲雄教授  青山学院大学教授  

岩田 宜子、 高山 与志子  ジェイ・ユーラス・アイアール  

 
 
日時、会場 

 
2017 年 １１ 月 28 日（火）  ／    シンポジウム： 受付 13：00 より   懇親会： 17：00 より 

丸ビルホール＆コンファレンススクエア ROOM5 （東京都千代田区丸の内 2-4-1 丸ビル 8階）  
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スケジュール（予定） 

 

時間 講演内容 登壇者 

13:30～13:50 

I R とガバナンスに関する現環境の整理  

   －新アナリスト規制、FD 規則、MifID II 

   － ESG・取締役会評価の状況 

岩田宜子 

14：00～14：45 
大討論会① 上村達男教授へのインタビュー 

 「ガバナンス改革の進展と社外取締役の役割」 

早稲田大学教授 上村達男氏 

インタビュアー：高山与志子 

14：45～15：30 
大討論会② 前田正吾氏へのインタビュー 

 「CIO が期待するエンゲージメント」 

（前）シュローダー・インベストメント・マネジメント 

日本株式運用統括 前田正吾氏 

インタビュアー：岩田宜子 

15:40～16：25 大討論会③ 八木和則氏へのインタビュー 

 「CFO および社外役員の経験について」 

横河電機 参与 八木和則氏 

インタビュアー：青山学院大学教授 北川哲雄氏 

16：25～16:40 大討論会④ フロアからの質問に答える 上村達男氏・前田正吾氏・八木和則氏・ 

北川哲雄氏（コーディネーター） （登壇順） 

16:40～16：45 終わりに 高山与志子 

 
17:00～18:00 

 
懇親会  

 

 
参加費用（懇親会費用を含む） 

 

弊社顧客企業*  一人 10,000 円（税別）  ／  その他企業   一人 20,000 円（税別）       
 
 
*）弊社顧客および、「ＩＲと資本市場シンポジウム」の受講経験のある企業を対象と致します。  

 

定員 80 名 （誠に恐縮ですが、定員に達し次第締め切らせて頂きます） 

 

＜ご参考＞過去 3回のＩＲ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 「ＩＲと資本市場シンポジウム」のテーマ 

第 6回：ＥＳとガバナンス、ＩＲとの融合（コンバージェンス）に向けて 

第 5回：中長期運用株主を増やすコーポレートガバナンスとＩＲ活動 

第 4回：ＩＲとガバナンスの大転換期～スチュワードシップ・コード、コーポレートガバナンス・コード、 伊藤レポートで、企業経営はどう変わるか～ 
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講 師 略 歴 
（※登壇順、敬称略） 

 

上村 達男 （うえむら たつお） 

早稲田大学 法学学術院教授、法学博士 

1977 年 早稲田大学大学院法学研究科博士課程修了  

1977 年 北九州大学法学部 専任講師  

1979 年 北九州大学法学部  助教授  

1981 年 専修大学法学部 助教授  

1986 年 専修大学法学部 教授   

1990 年 立教大学法学部 教授   

1997 年 早稲田大学法学部教授 

2003 年 同大学 21 世紀 COE 《企業法制と法創造》総合研究所 所長、  同大学大学院法務研究科 教授  

2004 年 (株)ジャスダック証券取引所 社外取締役 

2004 年 早稲田大学法学学術院教授(現) 

2006 年 (株)資生堂 社外取締役(現) 

2006 年 早稲田大学 法学学術院長・法学部長 

2008 年 同大学グローバル COE《企業法制と法創造》総合研究所 所長 

2012 年 日本放送協会 経営委員、 同協会監査委員 

2013 年 同協会経営委員長職務代行者   

 

 

前田 正吾 （まえだ しょうご） 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 シニア・アドバイザー 

1981 年 コロンビア大学院 国際関係学修士課程修了 

1981 年 野村証券(株) 日本株アナリスト 

1985 年 マニュファクチュラーズ・ハノーバートラスト 投資銀行グループ 

1986 年 同社ニューヨーク本店 インベストメント・バンキンググループ 

1987 年 野村投資顧問（現:野村アセットマネジメント）日本株・アジア株式担当ポートフォリオマネージャー 

1989 年 同社 シニアポートフォリオマネージャー及び銘柄選択委員会 

1994 年 ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント 日本株式総責任者 

2001 年 ゴールドマン・サックス(ＰＴＥ) アジア株式チーフ・インベストメント・オフィサー（CIO） 

2002 年 ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント(株) 取締役兼チーフ・インベストメント・オフィサー（CIO） 

2006 年 シュローダー投信投資顧問（現シュローダー・インベストメント・マネジメント）運用部 日本株式運用統括 

2012 年 同社 取締役・日本株式運用統括 

2017 年 同社シニア・アドバイザー 

 

 

八木 和則 （やぎ かずのり） 

横河電機株式会社 参与 

1972 年 株式会社横河電機製作所（現 横河電機株式会社）入社 

1999 年 同社執行役員経営企画部長､マーケティング部担当 

2001 年 同社常務執行役員経営企画部長、同年 6月 同社取締役常務執行役員経営企画部長 

2002 年 同社取締役専務執行役員経営企画部長 

2005 年 同社取締役専務執行役員経営管理本部長 

2011 年 同社顧問 株式会社横河ブリッジホールディングス社外監査役（現任） 

2012 年 JSR（株）社外取締役 

2013 年 TDK（株）社外監査役（現任） 

2014 年 応用地質（株）社外取締役（現任） 

2017 年 双日（株）社外監査役（現任） 
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北川 哲雄 （きたがわ てつお） 

青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 教授 

1977 年 日本アイ・ビー・エム（株） 

1981 年 野村総合研究所  

1989 年 モルガン銀行勤務 

2000 年 明治ドレスナー・アセットマネジメント 

2003 年 中央大学企業研究所 客員研究員 

2005 年 現職  

 

 

 

岩田 宜子 （いわた よしこ） 

ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 代表取締役 

1992 年よりＩＲ業界でのキャリアを開始、1994 年米国ＩＲコンサルティング会社日本支社長就任後、日系初のグローバル・ＩＲコ

ンサルティング会社、ジェイ・ユーラス・アイアール㈱を設立し、2001 年代表取締役に就任。2007 年より 2011 年まで東証上場

会社表彰選定委員。日本ＩＲ学会理事。 

 

 

 

高山 与志子 （たかやま よしこ） 

ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 マネージング・ディレクター 

メリルリンチ証券会社ニューヨーク本社投資銀行部門にて、日本企業の国内外での資金調達、格付け取得、Ｍ＆Ａなどに関

するアドバイスを行う。1997年トムソングループに入社、2001年より、現職。国際コーポレート・ガバナンス・ネットワーク（ICGN)

理事（2010 年-2015 年）。金融庁・東京証券取引所 「スチュワードシップ･コード及びコーポレートガバナンス・コードのフォロ

ーアップ会議」メンバー（現任）。経済産業省・東京証券取引所 「なでしこ銘柄選定基準検討委員会」委員（現任）。経済産業

省 「コーポレート・ガバナンスの対話の在り方 分科会」委員（現任）。 

 

 

 

以 上 



2017 年「IR とガバナンス 資本市場シンポジウム」 

参加申込フォーム 

 

返信メールアドレス：ir_university@j-eurusir.com 
 
 

貴社名  

(フリガナ)  

ご芳名  

ご所属・お役職  

TEL  

e-mail  

ご住所 〒 

弊社主催シンポジウム

過去受講経験 

「ＩＲと資本市場シンポジウム」受講経験  

□ あり  

□ なし 

どちらかご希望の方に☑して
下さい □ シンポジウムのみ  □ シンポジウムと懇親会 

 

※なお、上記の内容を、メール文中にご記載、ご返信いただければ、このフォームでのご返送は

結構です。 

 

 ここでご記入いただきました個人情報は、当セミナー運営及び関連講座（フォローアップ講座等）のお知らせ等に使わせて頂くものであ

り、それ以外のものは同意なしに一切第三者に開示・提供することはありません。（法令などにより開示を求められた場合を除く） 

 上記の個人情報で開示を望まない項目がございましたら、ご記入なさらず空白のままで結構です。但し、その際には事務手続き上支障

が出る可能性もございますので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 個人情報の訂正･抹消をご希望の場合は、下記事務局までご連絡いただければ、遅滞なく訂正･抹消を行います。 

 そのほか個人情報についてご質問等ございましたら、下記事務局までお問合せください。 

 

 

お問い合わせ： 

事務局 ジェイ・ユーラス・アイアール株式会社 担当 原山・川島 

E-mail： ir_university@j-eurusir.com 

mailto:ir_university@j-eurusir.com?subject=ＩＲユニバーシティ%20参加申し込み
mailto:ir_university@j-eurusir.com

